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１　はじめに
　本学 130 余年の歴史を顧みるとき、決して欠かすことのできない重要な事項の一つに、戦
後約 10 年間にもおよんだ米軍による杉本町校舎の接収と、これに対し大学構成員を中心に粘
り強く行われた校舎返還運動がある（1）。
　戦後の国内において、これほど長期にわたる大学校舎の接収は他に例をみなかった。当時の
大学構成員はもとより、周辺住民や大阪市の苦悩はひとかたならぬものであった。したがって、
返還運動の主体は学生や教職員であったが、市や国の関係者、近隣住民、大阪市民や他府県の
人々あるいは報道機関など、多くの個人・組織が賛意を示し、運動を支援した。
　この「杉本町校舎返還運動」は時期的に大きく二分することができる。前期は 1952（昭和
27）年 8 月の一部接収解除・返還まで、後期はそこから全面返還が実現し返還式が行われた
1955（昭和 30）年 9 月までである。
　今号から 2 回にわたって紹介するのは、このうち後期返還運動に携わった元市大生の回顧録、
運動の過程で学生たちにより作成された史料、あるいは運動を報じた当時の「市大新聞」の記
事などである。『百年史』の記述からは、前・後期ともに学生たちによる主体的かつ活発な運
動が展開されたことはうかがわれるものの、編纂時の典拠史料や紙幅の関係などから、大学当
局の動向が描写の中心となっている傾向があることは否めない。
　今回、あえて「学生」にこだわったのは、当時の彼らの活動の具体的な姿を少しでも明らか
にすることで、返還運動を分析・評価する際の視点を増やしたいと考えたからである。また、
当時の市大生たちが、大学や社会のなかで自らをどのように位置付け発言し行動したのか、大
学や社会は市大生をどう位置付け遇したのかという点につき、返還運動を手掛かりに改めて考
えてみる必要性を感じたからでもある。運動の展開と持続の理由を、当時の社会情勢や学生運
動の隆盛のみに求めるのは、あまりに一面的な見方といわざるをえないであろう。
　ただし、紹介することができたのは、「市大生による杉本町校舎返還運動」のほんの一端に
過ぎない。各史料の分析・批判も不十分なままである。しかし、当時の市大生たちの「学び舎
を取り戻したい」という想いを感じ取っていただくとともに、この試みを次の年史編纂に向け
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　（1）　『大阪市立大学百年史　全学編』でも「大阪市立大学の創設」の章のなかに「杉本町校舎返還運動」
の一節を設け、これに多くの紙幅を割いている（416 ～ 451 頁参照）。
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た基礎作業の一つとして御海容いただけたなら幸いである。大学史資料室では今後もこうした
史料や情報の収集に努めたいと考えている。
　なお、史料読解の便に供するため、以下に返還運動の前提となった接収および前期の返還運
動につき最低限の紹介を試みた。後期返還運動の概要については、次号に掲載を予定している。
これらの詳細については、『百年史』の該当個所（2）を併せて御覧いただきたい。
２　校舎返還運動の前提
　戦時中の 1944（昭和 19）年 9 月、大阪商科大学予科および高等商業部の建物が大阪海兵団
に引き渡された。商大予科・高等商業部は現在の旧教養地区に該当する区域にあった。海兵団
とは港湾整備や兵員の訓練などを行う海軍機関であり、大阪海兵団ではおもに新兵の教育や訓
練が実施された。この引き渡しにより、予科および高商部は隣接する商大学部（現在の専門地
区）への移転を余儀なくされ、翌年 4 月にはさらに商大学部校舎の一部も海兵団に提供された。
　敗戦直後の 1945 年 9 月 10 日から授業が再開し、22 日には学部および高商部の卒業式が行
われて、少しずつではあるが杉本町での学園風景が復活しつつあった。ところが同月 27 日に
和歌山に上陸した米陸軍が大阪方面へ進駐し、10 月 7 日に杉本町校舎の占拠を開始した。戦
時中の海兵団による校舎使用が接収の主な理由であった。
　米軍は一週間以内の明け渡しを要求したことから、学部・予科・図書館・研究室などは市内
の国民学校に急きょ分散して移転し、11 月にようやくこの移転先で授業が再開された。移転
先は学部・予科が南区の道仁国民学校、工業経営専門学校（3）が西区の桜川国民学校、図書館・
研究室が南区の大宝国民学校、経済研究所は山之内町の大阪「自由学園友の家」であった。
　他方、本学理学部・工学部の源流である都島工業専門学校では 1947（昭和 22）年末ごろから、
また、生活科学部の源流である大阪市立女子専門学校では 1948（昭和 23）年ごろから大学昇
格運動が展開された。商科大学でもこれに先立ち、1947 年の中ごろから新制大学の構想に関
する議論が始まっていた。48 年 7 月には大阪市に「大阪市立新制大学設置準備委員会」が設
けられ、そこで重ねられた議論のなかで、これら諸校を合流させて総合大学を設置する案が練
られていった。同年 11 月には市会において市立新制大学の設置を可決、翌年 2 月に文部省に
よる認可があり、1949（昭和 24）年 4 月 1 日、大阪市立大学が商学部（学生定員 480）、経済
学部（同 480）、法文学部（同 400）、理工学部（同 880）、家政学部（同 400）の 5 学部を擁し
て発足した（4）。初代総長には 1946（昭和 21）年 1 月から商大学長の任にあった恒藤恭が就き、
両大学の長を兼務した。
───────────────────────────────────────────────
　（2）　前掲、注１を参照。
　（3）　戦時下において生産増強に資する人材を育成する目的で、高等商業学校の一部を改組する方針が文
部省により打ち出され、1944 年 4 月に商大高商部は大阪工業経営専門学校に改組された。これによ
り同年度より高商部の生徒募集は中止された。
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　その開学式において、当時の近藤博夫市長は「大阪市立大学は大阪カラーの豊かな大学にし
たい、同時に大阪市は大学カラーの豊かな、知的な文化都市にしたいというのが本大学設立に
込められた願いであります」と述べ、本学に大きな期待を寄せた。しかし、杉本町校舎は依然
として米軍に接収されたままであったので、大阪市立大学は市内各所に分散した形での船出を
余儀なくされた。すなわち、
　・道仁校舎（南区・元道仁小学校）　大学事務局、商・経・法文学部、経済研究所
　・明治校舎（西区・元明治小学校）　商・経・法文の研究室、道仁から移転した商大学部・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　予科・高商部・附属図書館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50 年 4 月からは西区元靱商業学校校舎へ）　
　・北野校舎（北区・元北野小学校）　理工学部
　・西長堀校舎（西区・元市立女専）　家政学部
の概ね 4 ヵ所に分かれた形での出発であり、これが「タコ足大学」と呼ばれた所以でもあった。
　翌 1950（昭和 25）年 4 月 1 日には、商・経・法文 3 学部からなる第 2 部（夜間課程、修業
年限 4 年、学生定員各学部とも 320）が発足し、道仁校舎において授業が行われた。
　『百年史』には、当時の状況の一端が次のように記されている。
･･･ もともと校舎が研究施設としての条件をそなえていないだけでなく、教室も学童の１ク
ラス 50 名ていどの広さのものばかりで、受講者の数に対応できる態勢がなく、大学の教育
施設としては大きな欠陥をもっていた。スポーツ・厚生施設も皆無に近く、体育の授業は家
政学部の運動場を利用するため、各所から出かけなければならない始末であった。他大学が
新制大学としてスタートしてから着々と整備されていくのに、大阪市立大学はその本拠を奪
われ、借りものの小学校では恒久的な施設の造成は全く不可能であった。このため、せっか
く全国から集められた優秀な研究者も、研究は古巣の阪大なり京大なりで行って講義にだけ
出かけてくる人も多く、理工学部などでは、あまりの悪条件のために流出していったケース
も少なくなかった。（全学編、416 ～ 7 頁）
３　杉本町校舎返還運動（前期）－校舎一部返還まで－
　このような接収による最大の犠牲者は、いうまでもなく学生であった。したがって具体的な
「校舎返還運動」は、まず学生を中心に開始された。
　1950（昭和 25）年 5 月末、商大・市大の学生による合同学生大会が開かれ、返還運動推進
を目的とする 6 月 1 日から 3 日間のストライキを決議した。大学側は校舎返還運動を支持し
つつもストライキには再考を求めたが、学生側は承服せず物別れとなった。
───────────────────────────────────────────────
（4）　医学部の源流である大阪市立医学専門学校でも、1946（昭和 21）年から大学昇格運動が展開され、
翌 47 年 6 月の文部省による設立認可を経て、48（昭和 23）年 4 月に大阪市立医科大学が発足した。
上記「新制大学設置準備委員会」のメンバーには市立医科大学の代表も含まれており、将来の市立大
学への編入が構想されていた。市立医大は 1955（昭和 30）年 4 月に市立大学医学部に移行した。
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　同年 6 月 25 日、朝鮮戦争が勃発し、接収された杉本町校舎は軍事病院に転用されることに
なった（第 279 ゼネラルホスピタル）（5）。傷病兵を収容し治療するとともに、戦死した兵士の
遺体も杉本町校舎へと移送され、本国送還のための中継地として機能した。こうした状況の変
化が校舎返還を遠のかせたばかりでなく、返還運動の一時的停滞を生んだといわれる。
　約 1 年後の 1951（昭和 26）年 5 月、文部省から市大事務局に「大学施設の接収解除に協力
したいので、接収状況につき調書・図面を添えて提出するように」との要請文書が届いた。こ
の文部省の照会が、一時下火となった学生の校舎返還運動を再び活発化させることになった。
　『百年史』には当時の学生による具体的活動として、文部省訪問と文相との会見、商大学生
大会の開催と校舎返還運動実行委員会の結成、署名活動（約２万 5000 人分）とこれを携えて
の文部省との会見、大阪特別調達局（6）の訪問と会見、学生代表（３名）と基地司令官との会談
（職員が同行）、などが記されている（7）。
　無論、大学や市当局あるいは商大同窓会などもあらゆる機会をとらえ、粘り強く陳情や要請
を繰り返した。そのなかで学生たちも、教職員と一体になって運動を推進する必要性を認識し
ていった。
　こうした努力が報われ、1952（昭和 27）年 8 月 11 日に杉本町校舎の一部接収解除、返還
が行われた。返還されたのは、下図に示されるように、旧商大学部本館（現１号館）、図書館
───────────────────────────────────────────────
　（5）　田中ひとみ「大阪市立大学学舎接収時代史料群」（『大阪市立大学史紀要第７号』2014 所収）参照。
　（6）　1947（昭和 22）年 9 月、進駐軍が必要な施設・物資・役務の調達や管理を任務とする公法人の特
別調達庁が発足し、札幌、仙台、横浜、名古屋、京都、大阪、呉、福岡にその支局が置かれた。
　（7）　『有恒会百年史』第五章第五節「分散から杉本学舎へ」に収録された、当時学生だった方々の寄稿
文には、デモで警官隊と衝突し、負傷者や連行者が出た旨の記述も散見される。また、『百年史　全
学編』（423 頁）には当時のトルーマン大統領に市大生が嘆願書を出した旨の新聞記事が掲載されて
いるが、これに対しても警察から調査が入ったことが『有恒会百年史』への寄稿文（401 頁）に記さ
れている。
米軍接収時代の杉本町キャンパス図（『大阪市立大学の歴史』（2015 年発行） より）　
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および一部研究室を含む建物（現学生サポートセンター）、陸上競技場（現在、商・経・法・
文学部および旧経済研究所棟が建つ一帯）を中心とする一部敷地のみであった。旧予科・高等
商業部・体育館などを含む地域（旧教養地区）の接収は依然として継続された。また、もとの
商大学部地区（専門地区）についても、本館講堂より南の区域は未返還のままであり、チャペ
ル（現高原記念館）や消防車置場（現駐輪場）なども接収は解除されなかった（8）。
　返還された杉本町校舎は改修・整備され、1953（昭和 28 年）4 月から商・経・法・文 4 学
部の専門課程の授業がここで開始された（9）。また、数日前の 3 月 28 日には、商科大学の最後
の卒業式および閉学記念式が杉本町校舎講堂で行われ、その 25 年の幕を閉じた。
　前記の各小学校校舎のうち道仁校舎は大阪市に返還したものの、事務局、商・経・法・文学
部の研究室の一部、経済研究所は明治校舎に、商・経・法・文学部の教養課程、第２部、法文
学部事務室（10）は靱校舎に依然分散したままであった。また、返還されたのは杉本町旧キャン
パスのうち約 3 分の１に過ぎず、市大の学生・教職員たちは、南・東・北の三方を金網に囲まれ、
基地に隣接した中での学園生活を強いられた。彼らが全面返還を切望し、さらなる運動を展開
していったのは必然であったといえよう。
　
４　紹介史料について
　今号において紹介する史料は、以下の３点である。
（史料１）池田克彦「杉本町校舎返還運動－かけがえのない私の青春時代－」（抄）
　池田克彦氏は 1953 年大阪市立大学文学部に入学、58 年卒。上記のように、同氏の入学は一
部接収解除・返還が行われた直後の時期にあたる。文系の教養課程教育はこの当時、靱校舎で
行われていたため、同氏の返還運動はここからはじまり、委員長として中心的役割を担った。
　池田氏は運動から約半世紀ののち、「新クラだより」（11）に「杉本町校舎返還運動−かけがえ
のない私の青春時代−」と題する回顧録を寄稿し、これが 2003 年 5 月から 5 回にわたり分載
された（第 20 ～ 24 号）（12）。
───────────────────────────────────────────────
　（8）　現在、学術情報総合センターや理系学舎が建つ区域は、そもそも商大の敷地ではなかったが、当時
多くの兵舎が立ち並んでいた。この区域の買収決議案が市会で可決されたのは、全面返還から数ヶ月
後の 1955（昭和 30）年 12 月のことであった。
　（9）　法文学部は 1953（昭和 28）年 4 月 1 日に法学部と文学部に分離した（両学部とも学生定員第１部
240、第 2 部 160 名）。また同日、経営学・経済学・法学・文学・理学・工学・家政学の各研究科（大
学院）も開設され、文系大学院には杉本町校舎の旧経済研究所棟が、理系大学院には在来の校舎がそ
れぞれ利用された。
（10）　法文学部の事務組織の分離は、学部の分離よりもややおくれ、1953 年 7 月に実施された。
（11）　市大新聞会新クラの機関紙。1998 年 2 月創刊。
（12）　なお、池田氏はこの回顧録の原型ともいうべき一文を、これより約 10 年前の 1993 年 12 月、「校
舎全面返還、それは長い長い夏の終わりに」という題で、『大阪市大新聞史』（大阪市立大学「新クラ」
発行、1994）に寄稿している（176 ～ 181 頁）。
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　同氏はこれとは別に、より詳細な内容を含む同題のリーフレットをほぼ同時期に作成してい
る。末尾に記された脱稿日（2003 年 4 月 12 日）からみて、「新クラだより」への分載の際に
割愛せざるを得なかった部分があり、それがリーフレット作成の動機となったとも考えられる。
2003 年 7 月に同氏から大学史資料室にリーフレットの寄贈がなされており、今回の紹介にあ
たっては、これを原本とした。
　また、このリーフレットの末尾には、返還運動当時に撮影されたと思しき写真が計 10 枚付
されている。後掲（史料 2）の葛野氏回顧録によれば、（史料 3）のアルバムは巻頭の数枚が
失われているようであり、リーフレット掲載写真がこれに該当する可能性もあることから、今
回、この中から校舎の状況などを示す 6 枚を掲載した（各写真に付されたキャプションは池田
氏による）。
（史料２）葛
かど
野
の
豊「『池田回顧録』補遺　池田克彦君を追悼して」（抄）
　葛野豊氏は池田氏と同じ 1953 年に大阪市立大学文学部に入学、57 年卒。靱校舎で池田氏ら
とともに返還運動に携わり、渉外部長として主に報道機関対応にあたるとともに、後掲（史料
３）アルバムの素材となる杉本町校舎・各分散校舎の写真を撮影した。
　この「池田回顧録補遺」は、公表を明確に意図して執筆されたものではない。2004 年 1 月
に開催された文学部同窓会において、上記の池田回顧録（リーフレット）が配布された。当時、
池田氏はすでに鬼籍に入られていた。この池田回顧録を読み、自身が撮影したアルバムが大学
史資料室に所蔵されていることを知った葛野氏が、会の直後に来室された。その際、回顧録に
記されているような撮影時の苦労話なども披瀝されている。
　池田回顧録やアルバムに触発された葛野氏は、同年１月末から回顧録の執筆にとりかかり、
翌 2 月に書簡で原稿を大学史資料室に寄せられた。表題に付された「補遺」「追悼」などの表現は、
以上のような事情による。
　なお、文中にある返還証伝達式の写真は、参考として安竹が付したものである。
　
（史料３）「大阪市大　杉本町校舎等の実態写真集」
　池田・葛野両回顧録中に言及のある、請願などで上京した際に、接収や分散校舎の状況を説
明するために作成されたアルバムがこれに該る。赤色の表紙とベージュ色の表紙の 2 冊が存在
するが、回顧録の記述から、葛野氏が撮影した写真に池田氏が解説を書いたものであることが
判明する（次頁写真参照）。
　このうち、ベージュ色の表紙のアルバム扉には「編集期間　昭和二十九年八月十七日より同
年八月二十四日迄」、また裏表紙内側には「編集責任　大阪市立大学杉本町校舎全面返還促進
教職員実行委員会　大阪市立大学杉本町校舎全面返還促進学生実行委員会」と記されている。
　赤色表紙のアルバムの末尾数頁には解説文が付されていないが、建物の形状からみて、その
多くは理工学部が入っていた北野校舎を撮影した写真であると推測される。家政学部の写真も
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数葉含まれている可能性が高い。
　長らく所在不明であったが、1989 年に東京在住のある方（市大関係者ではない）から、友
人の本学工学部卒業生に 2 冊のアルバムが送られてきた。同年、この卒業生から本学工学部
教員を通じて大阪市立大学史料室（13）にこれらが寄託された。史料室で調査した結果、池田氏
が作成したものと判明したため同氏に連絡、同年 9 月に来室のうえこれらを実見・確認された。
その際に池田氏からこのアルバム 2 冊の寄贈の申し出があり、以後、大学史資料室が所蔵して
いる。
　1989 年には写真集『大阪市立大学の百年』や『百年史　全学編』の編纂・刊行が既に完了
していたため、これら大学発行の年史類に 2 冊のアルバムから転載された写真はないと思われ
る。翌 1990 年に『有恒会百年史』が刊行された際、2 冊のうちベージュ色の表紙のアルバムが、
「兵舎の中の大学」の表題で収録された（14）。2 冊のうちには重複する写真も少なからずあるが、
史料紹介の意味あいからも、今回は両方ともに全葉を収録した。
　なお、2 冊ともに表題は付されていない。葛野氏は回顧録中でこのアルバムを「大阪市大　
杉本町校舎等の実態写真集（仮称）」と記しているが、同氏に敬意を表し、これを史料名とす
ることにした。
（付記）
　誠に残念ではあるが、池田克彦氏は 2003 年 8 月に、また葛野豊氏は 2005 年 10 月にそれぞ
れ逝去された。したがって、今回の掲載にあたっては両氏のご遺族に連絡のうえ、ご了解を賜っ
た。記して深謝申し上げる次第である。
アルバム表紙
───────────────────────────────────────────────
（13）　『百年史』刊行後の 1991 年に「大阪市立大学史料室」は「大阪市立大学大学史資料室」と改称し、
現在に至っている。
（14）　『有恒会百年史』387 ～ 390 頁参照。ただし、一頁にアルバム四頁分が掲載されているため、写真
や解説文の細部まで読み取ることは難しく、今回紀要で再録する意味はあると考えられる。
（解説）市大生の杉本町校舎返還運動（１） 87
　また、本稿は池田克彦氏・葛野豊氏の遺稿を紹介するものであり、本来ならば全文を掲載す
べきであろうが、紙幅の関係上、そして校舎返還運動の紹介という性格上、両回顧録ともに幾
分かを割愛せざるを得なかった。また回顧録中にみられる魯魚焉馬の誤り等については、安竹
の責任でこれを訂正した。さらに各頁の下に最低限の注を付した。当時の状況や世相などをご
存じの方にとっては蛇足と考えられる注も少なくないが、若い年齢層の読者を念頭に置いたた
めである。これら諸点につき、御海容いただけたなら幸いである。
　最後に、今回のアルバム写真掲載にあたっては、松本裕行氏（本学文学研究科後期博士課程）
から、また本稿執筆に際しての調査等には、森英子（大学史資料室）および田中ひとみ（恒藤
記念室研究員）の両氏から多大な協力を得た。記して感謝申し上げたい。
　
　（やすたけ　たかひこ・大阪市立大学大学史資料室長、大学院法学研究科教授）
　
　
